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"CTUSBDU
The purpose of this article was to introduce a method of psychotherapy in the field of Focusing-oriented 

psychotherapy called “Thinking About”(Koizumi, 2�14).  Therefore, Focusing and Clearing a Space which are 

related to the method were explained first before the discussion of what “Thinking About” is.  “Thinking About” 
is useful when client treated a difficult problem to work through.   It is consisted of three stages; (1) Topics around 

the core theme which client has difficulty to work through are dealt with while cultivating the attitude of Focusing.  

(2) Client generates his/her own analogy expressing the relationship between the core theme and other topics.  (3) 

Depending on the scheme of the analogy with the relationship between the core problem and being of the client, the 

client acquires the different understanding of the problem he/she had difficulty to work through.
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�ɽ͸͡Ίʹ
本論͸ɺフォーカシング指向心理療法の෼໺
Ͱ։ൃ͞Εた“Thinking About”ʢ小泉，2�14ʣ
とݺ͹Εる心理療法のҰ技法について঺介͢る
͜とを໨的にしているɽͦのたΊ，フォーカシ
ング΍͜の技法とؔ࿈͢るクリアリング・ア・
スペースの考͑ํを੔理した্Ͱ，“Thinking 

About”のඞཁ性΍ҙٛをͦのํ法と߹Θͤて
論͡るɽ

�ɽϑΥーΧγϯά
ʢ�ʣϑΥーΧγϯά͕ੜ·Εͨഎܠ
フォーカシングの૑࢝ऀͰ͋る Eugene T. 

Gendlinʢ1�26ʵ2�17ʣ͸，1�26 ೥にΦースト

リアの΢ィーンͰ生·Ε，シカΰ大学Ͱ఩学
を学Μͩ， Gendlin͸，౰ॳ，ઐ໳と͢る఩学
Ͱと͘に「࿩͢͜と」と「ҙຯ」についての
�にै事し，1�5ڀݚ ೥に「象徴化におけるମ
 ೳʢ“The function of experiencing inػաఔのݧ

symbolization”ʣ」と題͢る学Ґ論文Ͱത࢜号を
औ得したɽGendlin͸，ͦの఩学のڀݚをਐΊ
るたΊにカ΢ンηリングをମݧした͕，ͦのݚ
のͳかͰカ΢ンηリングにおいて͸ηϥϐスڀ
トଆの技法΍態౓Ͱ͸ͳ͘，クϥイΤントଆの
ཁҼにࣗݾ理解をਂΊるクϥイΤントとͦうͰ
͸ͳいクϥイΤントとのҧい͕͋るのͰ͸ͳい
かという点にؔ心を΋ͪ，Carl Rogersʢ1��2ʵ
1��7ʣのݩͰカ΢ンηリングのڀݚを本֨的に
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࢝Ίたɽ
Rogers͸心理療法΍࣮ࣗݾ現についての理

論とྟচをൃలͤ͞，カ΢ンηリングの領域を
ཱ֬したアメリカの心理学ऀͰ͋るɽ൴͸౰࣌
ओྲྀͰ͋った఻౷的ͳਫ਼ਆ෼ੳのํ法にٙ問を
΋ͪ，৽しい心理療法をఏࣔしたɽRogers͸，
ਫ਼ਆ෼ੳにおいて͸，表໘に͑ݟる঱ঢ়΍問
題ͳͲの「現象」とͦのഎޙに͋ってઐ໳Ոに
しか͑ݟて͜ͳい「本࣭」に෼けて考͑ている
と指ఠしたɽͦして，ਫ਼ਆ෼ੳͰ͸「本࣭」を
࣏療に͋たるઐ໳Ո͕解ऍしてクϥイΤントに
఻͑る͕，クϥイΤントࣗ਎͸問題に向͖߹う
աఔͰͦの「本࣭」を࣮ײͰ͖ͳいとओுし
たɽਫ਼ਆ෼ੳにおいて͸，「本࣭」を఻͑Αう
と͢る࣏療ऀとਫ਼ਆ෼ੳの஌ࣝを΋たͳいクϥ
イΤントとのؒに理解の͕ࠩ͋ると͖に，クϥ
イΤントに࣏療ऀに対͢るෆ信͕ײ生͡る͜
とを指ఠしたのͰ͋るɽͦ͜Ͱ Rogers͸，「本
࣭」を理論的に൑அしたΓ，クϥイΤントにॿ
言したΓ͢る͜とをߦΘͳい͜とにしたɽ「本
࣭」について਍அしΑうと͢るのͰ͸ͳ͘，ク
ϥイΤントの࿩をௌ͘͜とにઐ念͢る͜とにし
たɽRogers͸，クϥイΤントの࿩を理解しΑ
うとして܏ௌし，ͦの理解をクϥイΤントに఻
͑る͜とͰ，クϥイΤントとηϥϐスト͕ڞಉ
して問題の理解をਂΊ，ͦのաఔͰクϥイΤン
ト͕੒௕し，問題を解決͢る力をつける͜と
͕Ͱ͖るΑうにͳると考͑たのͰ͋るɽRogers

͸，「本࣭」の理解と解ऍͰ͸ͳ͘，「現象」を
語るクϥイΤントの語ΓのதͰ，「本࣭」͕໌
らかにͳる͜とを໨指したɽ͜うして生·Εた
「クϥイΤントத心療法」Ͱ，Rogers͸，੒ޭ
͢る事ྫͰ͸ηϥϐスト͸「ײڞ的ͳ理解」を
ࣔし，「ແ৚݅のߠఆ的ͳؔ心」を表し，「ࣗݾ
Ұக」している͜とを໌らかにしたɽ「ηϥϐ
ストの 3৚݅」と言ΘΕるڀݚ੒ՌͰ͋るɽた
ͩし，ͦのޙ，͜のڀݚ੒Ռをཪ෇けΑうとし
てηϥϐストの態౓を事ྫの੒ޭと結ͼつけた
਺ଟ͘のڀݚ結Ռについて͸，ҼՌؔ܎を検討
しているのͰ͸ͳ͘，૬ޓのؔ࿈性ͩけをݟ
いͩしたͩけͰ͋るという൷൑΋͋るʢ஑ݟ，
1��5, p.�4ʣ.

Gendlinʢ1�7� ଜࢁଞ༁ 1��2ʣ͸，͜の Rog-

ersの΋とͰ心理療法の੒ޭཁҼにؔ͢るڀݚ
を͢るͳかͰ，心理療法͕੒ޭしたクϥイΤン
トとଞのクϥイΤントとの決ఆ的ͳࠩҟについ
て，ηϥϐーのه࿥の෼ੳからηϥϐストの技
ज़΍技法΍クϥイΤントの語る಺容に͕ࠩ͋
るのͰ͸ͳ͘，クϥイΤント͕いかに࿩͢か
という点に͕ࠩ͋る͜とを指ఠしたɽGendlin

͸，カ΢ンηリングの੒ޭཁҼを୳るڀݚのͳ
かͰ Rogers͕໌らかにしたηϥϐストଆの৚
݅Ͱ͸ͳ͘，クϥイΤントଆの৚݅に஫໨した
のͰ͋るɽGendlin͕Ұ࿈のڀݚͰݟग़したの
͸，੒ޭしたとධՁ͞Εたカ΢ンηリングのͳ
かͰࣗݾ理解をਂΊたクϥイΤント͸，ͦうͰ
ͳいクϥイΤントと͸࿩しํ͕ҧい，クϥイΤ
ント͕心の࣮ײをਂいレϕルͰ語っていたとい
う点Ͱ͋ったɽ心の࣮͕ײͲのΑうにクϥイΤ
ントの語Γに表ΕるのかクϥイΤントの語Γの
෼ੳをݩに，クϥイΤント͕࣮ײに৮Εる౓߹
い，つ·Γ，心の࣮ײをͲΕ΄ͲਂいレϕルͰ
語るかを؍٬的にධఆ͢るࣣஈ֊の「ମݧաఔ
スέール」ʢEXPスέールʣ͕Ұ࿈のڀݚのͳ
かから考Ҋ͞Εたɽ͜のスέールを用いると，
クϥイΤント͕心の࣮ײに;Εる౓߹いを，ク
ϥイΤントの語Γํの༷ࣜとしてධఆ͢る͜と
͕Ͱ͖るɽ
͜の「ମݧաఔスέール」のஈ֊ 4Ҏ্のه
ड़಺容に͸，クϥイΤントの͋い·いͳ਎ମײ
֮を௨して前言語的・前概念的ͳ語Γ͕現Ε͸
͡Ίるɽ͜のΑうに，Gendlin͸，心理療法͕
੒ޭしたクϥイΤント͕಺的にମݧしているの
͸，問題についてのയとした，言༿にし͕たい
಺的ͳ਎ମ֮ײͰ͋Γ，クϥイΤント͕·ͩ言
༿にしていͳいͦのからͩのதに͋る特ఆのؾ
͕かΓͳ͜とにؔΘる࣮ײに৮Εる͜と͕カ΢
ンηリングの੒ޭにॏཁͰ͋るとしたɽカ΢ン
ηリングのͳかͰࣗݾ理解をਂΊるクϥイΤン
トの語Γを෼ੳ͢る͜とを௨して，フΣルトη
ンスʢfelt senseʣとݺ͹Εる͜の言༿にし͕た
い಺的ͳ਎ମ֮ײをॏ視͢る͜と͕޷·しい心
理的ม化をクϥイΤントに΋たらしていた͜と
͕ΘかったのͰ͋るɽGendlinʢ1�7� ଜࢁଞ༁ 
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1��2ʣ͸，クϥイΤントの語Γ͕「ମݧաఔス
έール」ʢEXPスέールʣのߴいஈ֊にͳって
フΣルトηンスに৮Ε΍͘͢͢るํ法の理論と
して「ମݧաఔ理論ʢTheory of experiencingʣ」
をఏএし，͜の心理的ม化を΋たら͢たΊの技
法としてフォーカシングを։ൃしたɽ
͜の技法としてのフォーカシングをମ͢ݧ
る͜と͸，ҏ藤ʢ2�12ʣ͕આ໌しているΑう
に，ᶃ಺ଆの͸っ͖ΓしͳいԿかに஫ҙを向け
て，ᶄ͸っ͖Γと͡ײる͜と͕Ͱ͖る਎ମのײ
͡に，ᶅ৮Εଓけて，༏しい，༑޷的ͳ，൑அ
しͳい΍ΓํͰ，ͦの͕͡ײ։けるたΊに࣌ؒ
をとる͜とͰ，ᶆͦのਓの生ʢਓ生・生活ʣの
Կかの෼とつͳ͕Γ，ᶇ੒௕΍ม化のステοϓ
ʢମݧ的Ұาʣを΋たら͢，ํ法Ͱ͋Γ，ͦの
ޮՌとして͸，ᶃࣗݾ理解・ൃݟ，ᶄࣗݾの༊
し・ม化・੒௕，ᶅ心理療法・カ΢ンηリング
のաఔのଅਐ，ᶆ問題解決΍૑଄的活ಈ，ᶇス
トレスܰػة・ݮ介ೖのํ法，ᶈηルフϔルϓ
のํ法，ᶉ結Ռとしてのトϥンスύーιφル的
ମݧ，͕͋͛らΕているɽ

ʢ�ʣ� �৺ཧྍ๏ͷதͰͷϑΥーΧγϯάͷҐஔ
͚ͮ
ମݧաఔに৮Ε΍͘͢͢るํ法͕フォーカシ
ングͰ͋るɽGendlinʢ1�7� ଜࢁଞ༁ 1��2, p.2�ʣ
ࣗ਎͸，フォーカシングと͸，“からͩの಺෦
Ͱの͋る特ผͳ͖ͮؾに৮Εてい͘աఔ”Ͱ͋
るとఆٛしているɽGendlinのମݧաఔの༷ࣜ
をॏ視͢る͜の心理療法͸，前ड़の「現象」を
語るクϥイΤントの語ΓのதͰ「本࣭」͕໌ら
かにͳる͜とを໨指した RogersのクϥイΤン
トத心療法ͳͲとと΋に心理療法のྲྀ೿として
͸，ਓؒ性心理学のͳかにҐஔͮけらΕてい
るɽ
と͜ΖͰ，ͦΕͧΕの心理療法͸ಠࣗのݤ
概念を΋っているɽਫ਼ਆ෼ੳのݤ概念͸ແҙࣝ
Ͱ͋Γ，ೝ஌療法Ͱ͸ೝ஌のํ࢓Ͱ͋Γ，ߦಈ
療法Ͱ͸ߦಈͦの΋のͰ͋るɽਓؒ性心理学Ͱ
͸，ۙ田ʢ2���, p.153ʣ͕ࣔ͢Αうに，experi-

encingʢۙ田͕ఏҊ͢る༁語Ͱ͸「ମࣝ」ʣ͕
概念にͳっていると言͑るɽExperiencingにݤ

͸，ैདྷから「ମݧաఔ」という༁語͕͋てら
Εて͖たɽExperiencing͸，前言語的・前概念
的ମݧの͜とを指し，言༿΍イメーδͳͲのܗ
にͳってい͘前の͜の experiencingというମ
-にͳってい͘աఔ，つ·Γ，experiencܗ͕ݧ

ingの象徴化ʢsymbolizationʣ͕ͦ͜フォーカ
シングの本࣭ͳのͰ͋るʢۙ田，2���，p.15�ʣɽ
フォーカシング͕ͦのҐஔを઎Ίるਓؒ性心
理学と͸，ଜࢁʢ1��3ʣにΑると，“特ఆの಺
容領域をࣔ͢というΑΓ͸心理学に対͢るͻと
つの態౓”Ͱ͋Γ，“ᶃਓؒをશମとしてڀݚ
͢るશମ論，ᶄਓؒの直઀的ݧܦにΉかう現象
学的態౓，ᶅऀڀݚのؔ༩にΑる直؍的，ײڞ
的理解，ᶆݸਓのಠࣗ性΁のݸ性هड़的઀ۙ，
ᶇ決ఆ論Ͱ͸ͳ͘໨ඪ，ر๬，੒௕，࣮ࣗݾ現
ͳͲ，কདྷ΁のՄೳ性のॏ視，ᶈબ୒，૑଄，
Ձ஋，੹೚，ࣗ٘ݾਜ਼ͳͲਓؒಠࣗのΑΓ࣍ߴ
ͳ性֨のڧௐ，ͳͲ”を特徴にしているɽ
ਓؒ性心理学にଐ͢る Maslowʢ1�62ʣ͸，
౰࣌ओྲྀ೿Ͱ͋ったߦಈՊ学とਫ਼ਆ෼ੳ学に対
して，ࣗらのཱ৔Ͱ͋る「第ࡾの心理学」͸い
·΍「第ࡾ੎力」Ͱ͋Γ「ֵ໋」Ͱ͋るとએ
言したɽ「第ࡾの心理学」とݺ͹Εるの͸，All-

portʢ1�6�ʣ͕心理学的モデルをࡾつに෼ྨし
た͜とに΋Αるɽ第Ұの心理学͸「ਓؒを൓Ԡ
͢るଘࡏとΈる」ํݟͰ͋Γ，ࣗવओٛ，ߦಈ
ओٛ，ૢ࡞ओٛ，࣮ূओٛ，෺࣭ओٛのཱ৔Ͱ
͋るɽ第ೋの心理学͸「ਓؒをਂ૚において൓
Ԡ͢るଘࡏとΈる」ਫ਼ਆ෼ੳ学，ਫ਼ਆ力ಈ学ͳ
ͲͰ͋るɽ第ࡾの心理学͸「ਓؒを生੒աఔに
͋るଘࡏとΈる」ํݟͰ，「心理学のଟ͘のا
てを౷߹͢るΑうͳ，ਓؒ性についてΑΓద੾
ͳਓؒओٛ的ͳ概念をݟつけΑうと͢る౒力」
Ͱ͋Γ，͜Ε͕ਓؒ性心理学を指しているのͰ
͋るɽҰํͰ Maslowʢ1�62ʣ͸͜の第ࡾの心
理学にؚ·Εる΋のとして，アυϥー೿，Ϣン
グ೿，৽フϩイト೿，ࣗզ心理学ऀたͪを͋͛
ておΓ，൴のҼՌ論的࣮ূओٛに対͢る൷൑͸
͸ਫ਼ਆ෼ੳに対してというΑΓ，第Ұの心ࡍ࣮
理学とಉࣗ͡વՊ学ओٛの理論ύϥμイϜを΋
つ΋のに対してͰ͋ると考͑らΕるɽ
ਓؒ性心理学͸現代ࣾձのͳかͰਓؒのଆか
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らཁٻして͘る՝題をѻうという特徴͕͋るɽ
ਓؒ性心理学͸，ڥ؀問題，生໋ྙ理，Ҩ఻子
ҭのॾ問ڭগ子化΍，ࢮݫҠ২，ଚثଁ，࡞ૢ
題にؔ༩しԿらかのࢀՃをしΑうと͢るɽͦΕ
͸ਓؒ性心理学͕࣮ફ的・ྟচ的ͳཱ৔をத心
にൃలして͖た͜とにΑるのͰ͋Ζうɽ
·た，ਓؒ性心理学͸ਓؒの心とからͩを෼
けͣにશମ性をॏ視͢るたΊ，からͩ΁の஫ҙ
΍ૢ࡞から৽たͳ͖ͮؾ΍໨֮Ί͕͜ىΓ，ਓ
ؒ的੒௕につͳ͕ると考͑るɽフォーカシング
͕͞·͟·ͳϘディワーク΍μンスܳज़療法ͳ
Ͳとؔ࿈を΋っているの͸͜の文຺から理解Ͱ
͖るɽ

ʢ�ʣ(FOEMJO ͷ �εςοϓ๏
Gendlinʢ1�7�，ଜࢁଞ༁ 1��2ʣ͸フォーカ

シングをߦい΍͘͢͢る໨的Ͱ，フォーカシ
ングを͑ڭるたΊの「6ステοϓ法」を։ൃし
たɽ͜の։ൃ͞Εた技法としてのフォーカシン
グのํ法͸，シϣートフォーϜと΋ݺ͹Ε，1
「ۭؒを࡞る」，2「͕ؾかΓͳ͜とに対͢るフΣ
ルトηンス」，3「औっखʢϋンυルʣをݟつけ
る」，4「औっखとフΣルトηンスをڞ໐ͤ͞る」，
5「ਘͶる」，6「डけऔる」という࿡つのஈ֊
Ͱߏ੒͞Εているɽ
1の「ۭؒを࡞る」͸，「クリアリング・ア・
スペースʢClearing a Spaceɿ๊͑ている問題
からؒをお͘ۀ࡞，ۭؒを࡞るۀ࡞ʣ」と΋言
ΘΕるɽࣗ෼の಺໘に஫ҙを向け，ͦΕにΑっ
てग़て͘る͕ؾかΓ΍಺的ମݧをೝࣝ͢るஈ֊
Ͱ͋るɽ͜のஈ֊Ͱ͸，ͲΕかͻとつの問題ͩ
けにͻっかかってし·ΘͳいΑうにし，い͘つ
かの問題を心のͳかにฒ΂るΑうにし，Ͱ͖る
ͩけڑ཭をおいてͪ࣋ؾΑ͘していらΕるΑう
に͢るɽ
2の「͕ؾかΓͳ͜とに対͢るフΣルトηン
ス」と͸，い͘つか͋る͕ؾかΓͳ͜とのう
ͪͲΕ͕࠷ѱのͪ࣋ؾにͤ͞るかをࣗ෼にਘ
Ͷ，ͦΕをҰつબΜͩう͑Ͱ，ͦの問題のશମ
を͡ײるஈ֊Ͱ͋るɽフォーカサーʢFocuser, 

フォーカシングをߦうਓʣ͸，問題の͢΂てを
แΈࠐΉͻとつの大͖ͳؾ෼͕͡ײらΕるΑう

にͳる·Ͱਂࣗ͘෼の಺෦に向かって֮ײをಇ
かͤ，஫ҙをͦのશମに対͢る͡ײに向けるɽ
ͦの問題に対͢る͡ײ͸，言༿にͳらͳいෳࡶ
ͳ΋のͰ，શମ的Ͱ，΋΍΋΍と΅Μ΍Γし
ておΓ，΍Γա͝してし·うΑうͳ΋のͰ͋る
͕，ͦ͜にとͲ·ると͖にフΣルトηンスとし
て͡ײらΕるΑうにͳるɽ
3の「औっखʢϋンυルʣをݟつける」のஈ

֊Ͱ͸，ͦのフΣルトηンス͕ͲのΑうͳ࣭の
΋のかを言༿を࢖ってܗ容͢るɽたと͑͹，「Ͷ
͹Ͷ͹している」「ॏい」「͹た͹たしている」
「͖Ύう͘つ」ͳͲの言༿をݟつけてい͘ɽ୯
語΍言༿の૊Έ߹Θͤ，イメーδͳͲ，ͲΕ͕
う·͘フΣルトηンスのऔっखとしてద߹͢る
かフΣルトηンスからग़ͤ͞Αうと͢るஈ֊Ͱ
͋ると言͑るɽ
4の「औっखとフΣルトηンスをڞ໐ͤ͞

る」͸，औっखʢϋンυルʣをऔΓ্͛てͦΕ
をフΣルトηンスとつ͖͋Θͤるஈ֊Ͱ͋るɽ
ΕͰいいのͦ」「શにϐοタリ͢るのかʁ׬」
かʁ」とフΣルトηンスに問いかけるɽͦのと
͖，಺໘Ͱのਂいଉͮかいとして，·た͡ײら
Εた։์ײとしてͦのऔっखʢϋンυルʣͰΑ
いという͜と͕࣮ײͰ͖るɽし͹ら͘のؒフΣ
ルトηンスとऔっखʢϋンυルʣ͕ϐοタリ
͋っている͡ײをからͩͰ͡ײଓけ，ͦのঢ়態
に·かͤるɽ
5の「ਘͶる」ʢ5の「ਘͶる」͸，͜Ε·Ͱ
にフΣルトシフトʢfelt shift，からͩの֮ײを
൐う͖ͮؾʣとݺ͹Εる΋の͕͖ىている৔߹
͸লུして 6の「डけऔる」にਐΉ͜と͕Ͱ͖
るɽʣͰ͸，フΣルトηンスに直઀「ͦΕ͸Կ
かʁ」「ͦΕ͸Կをඞཁとしているのかʁ」ͳ
ͲとਘͶるɽフΣルトηンスに࣭問し，フΣル
トηンスからの౴͑を଴つɽ
6の「डけऔる」Ͱ͸，フΣルトηンスから

の౴͑をडけऔるஈ֊Ͱ͋るɽͦの౴͕͑ͲΜ
ͳ΋のͰ͋Ε，ͦΕをتͿ態౓をとΓ，たͩड
けऔるɽΘͣかͳフΣルトシフトに΋े෼ͳと
͖を༩ܴ͑͢׻る͕，গしڑ཭をऔるɽͦのͳ
かにいるのͰ͸ͳ͘，ͦのͦ͹にいるɽフォー
カシングからͰて͖た΋の͸，フォーカサー͕
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΋っている΋のͰ͋って，フォーカサー͕ͦΕ
ͳのͰ͸ͳいという͜とにཹҙしてηοシϣン
をऴྃ͢るɽҎ্͕ Gendlinʢ1�7�，　ଜࢁଞ
༁ 1��2ʣの「6ステοϓ法」Ͱ͋るɽ

ʢ�ʣϑΥーΧγϯάͷ࣮ࡍ
ͦ΋ͦ΋フΣルトηンス͸೔ৗ生活Ͱ΋͡ײ
らΕる΋のͰ͋Γ，໘઀ͰフΣルトηンスを得
るのに特ఆの決·ったํ法に固ࣥ͢るඞཁ͸ͳ
いɽフΣルトηンスを໘઀Ͱ活か͢たΊに͸，
ηϥϐスト͕クϥイΤントに߹Θͤて޻෉͢る
͜と͕大੾Ͱ͋る͕，決·ったフォーカシング
のࣔڭ͸，Gendlinの「6ステοϓ法」のଞに
΋い͘つ΋ఏএ͞Εているɽ 

·た，フォーカシング͸Ұ౓਎につけるとͦ
のޙ΋܁Γฦし活用Ͱ͖るたΊ，心理療法の࿮
をӽ͑て݈߁ͳਓに対して΋ਫ਼ਆ的݈߁の૿ਐ
のたΊに͘޿ར用͞ΕるΑうにͳったʢ܂໺，
2�11ʣと΋言ΘΕているɽ
，うフォーカシングͰ͸ߦに技法としてࡍ࣮
フォーカサーʢFocuser，フォーカシングをߦ
うਓʣとリスφーʢListener，フォーカシング
をಋ͘ਓʣのೋਓͰߦう「ペア・フォーカシン
グ」とݺ͹Εる࣮ܗࢪ態͕࠷΋ߦ͘޿ΘΕてい
るɽフォーカシングͰ͸，フΣルトηンスとݺ
͹Εるؾにͳっている事ฑについてମͰ͡ײ
る֮ײʢྫ͑͹，「ڳのつか͑」΍「ݞのॏ͞」
ͳͲʣのͳかに，フォーカサーにとって·ͩ言
語化͞Εていͳいॏཁͳҙຯؚ͕·Εていると
考͑るɽフォーカサー͸，フォーカシングのա
ఔを͢͢ΊてフΣルトηンスとর߹しͳ͕ら
フΣルトηンスとͽったΓとҰக͢る言༿を୳
͢ɽフΣルトηンスとͽったΓとҰக͢る言༿
͕୳ͤると，フォーカサーにೲ得のい͕֮͘ײ
Ε，フΣルトηンス͕΋つॏཁͳҙຯ͕໌·࢈
らかにͳるɽͦのと͖，から͕ͩ΄Ͳける։์
生͡るɽͦΕ͕「フΣルトシ͕͖ͮؾを൐うײ
フト」とݺ͹Εる΋のͰ͋るɽ言語΍イメーδ
Ͱ表象͞Εͳい「前概念的ͳҙຯʢpreconcep-

tual meaningʣ」をؚΉからͩの֮ײͰ͋るフΣ
ルトηンスに஫ҙを向けͳ͕ら，ͦΕにϐοタ
リ͢る言༿ͳͲの表象を୳͢ମݧաఔのͳか

Ͱ，ͦの「҉ࡏ的ͳҙຯʢimplicit meaningʣ」
͕概念化͞Ε「໌ࡏ的ͳҙຯʢexplicit mean-

ingʣ」にͳると͖に，フΣルトシフトとݺ͹Ε
るからͩの։์͕ײ生·Ε，ͪ࣋ؾに༨༟͕生
·Ε，問題対ॲೳ力͕ߴ·るのͰ͋るɽҰํ，
フΣルトシフト͕生͡ͳいとフォーカサーに͸
スοキリしͳい࢒͕֮ײるのͰ，フΣルトシフ
トの有ແ͸࣮ײとして֬かΊる͜と͕Ͱ͖るɽ
フォーカシングͰ͸，҉ࡏ的ͳ΋の͕ߦҝと
して࣍につͳ͕ると考͑らΕているɽ҉ࡏ的ͳ
΋の͕象徴化をܦて໌ࣔ的ͳߦҝとして͋らΘ
͞Εるとフォーカサーのମͦݧの΋の͕ม化͢
るɽͦのମݧのม化͸フォーカシングͰ͸，「ਪ
ਐʢcarrying forwardʣ」とݺ͹Εているɽ
フォーカシングを用いた心理療法Ͱ͸，ク
ϥイΤントのͪ࣋ؾを෼ੳ͢るのͰ͸ͳ͘，ク
ϥイΤント͕͋るͪ࣋ؾを΋つ͜と͕ମݧとし
て࣍にଓ͘ߦҝを҉ࡏ的に஌っているととら
͑，ͦの͕ͪ࣋ؾԿを҉ࣔし，Կ͕ͦのաఔを
ਪਐͤ͞てମݧをม化ͤ͞るのかに஫ҙを෷
うのͰ͋るɽମͦݧの΋の͕ม化͢るաఔͰ
͋ると考͑，ͦのաఔをҰൠ的に「ମݧաఔ
ʢexperiencingʣ」とݺΜͰいるɽͦのମݧաఔ
において，ਪਐ͕ఀ଺͢るঢ়گを「ߏ଄߆ଋ
ʢstructure boundʣ」と言い，「ߏ଄߆ଋ」にお
いて͸，ମ͕ݧਪਐ͞Εる·Ͱͦのମݧ͸൓෮
͞Εると考͑らΕているɽ

�ɽϑΥーΧγϯά޲ࢦ৺ཧྍ๏
Gendlinʢ1�7�, ଜࢁଞ༁ 1��2ʣͳͲの技法

としてのフォーカシングのํ法を心理療法の
ηοシϣンͳかに౷߹して࣮ફ͢るʢRappa-

port, 2��� ஑ݟଞ༁ 2���ʣの͕「フォーカシ
ング指向心理療法」ʢGendlin, 1��6 ଜ੉ଞ؂༁
1���;1���ʣͰ͋るɽྟচͰのフォーカシング
の活用について͸，技法としてフォーカシング
を生か͢ܗ態，؍点としてフォーカシングを生
か͢ܗ態ʢ٢ྑ , 1��7ʣ，ؒをお͘技法をத心
と͢るܗ態，フォーカシングのڭҭをओと͢る
態，特ఆのフォーカシング技法͸ར用ͤͣମܗ
ݟ態ʢ஑ܗաఔのਪਐをશମにਁಁͤ͞たݧ , 

1��7ʣ，カ΢ンηϥーࣗ਎のフォーカシングと
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いうܗ態，フォーカシングのࣔڭをࣗવに࢖う
ܗる・Ψイυ͢る͑ڭ態，フォーカシングをܗ
態ʢۙ田 , 2��2ʣͳͲに੔理Ͱ͖るɽͦΕらを
フォーカシングの活用のํ࢓Ͱ大͖͘෼ྨ͢る
と，ᶃクリアリング・ア・スペースを活用͢
る，ᶄηϥϐスト͕フォーカシングのステοϓ
にͩ͜Θらͣフォーカシングを໘઀のͳかͰࣗ
વに活用͢る，ᶅフォーカシングを技法として
る，ᶆηϥϐスト͕フォーカシングをࣗ෼͑ڭ
ࣗ਎に΋ͪいる͜とͰ，໘઀の理解をਂΊる，
の 4छྨに෼けらΕると考͑らΕるɽ͜の੔理
のํ࢓にैうと，フォーカシング指向心理療法
͸，ᶄのηϥϐスト͕໘઀のͳかͰフォーカシ
ングをࣗવに活用͢るํ法に౰て͸·ると考͑
らΕるɽ
しかし，フォーカシング指向心理療法͕

フォーカシングのステοϓにͩ͜Θらͣ໘઀の
ͳかͰࣗવにフォーカシングを活用͢るとして
΋，ͦ΋ͦ΋心理療法という΋の͸，ཱݟての
΋とにҙࣝ的にؔΘるӦΈͰ͋るɽフォーカシ
ング指向心理療法のԼͰ心理໘઀をߦおうと͢
ると͖΋，ࣗવに͋るい͸ແҝにフォーカシ
ングを活用͢るのͰ͸ͳ͘，ηϥϐストに͸
フォーカシング指向心理療法のҙٛをҙࣝしͳ
͕らフォーカシングを活用͢る͜と͕ٻΊらΕ
るɽͦ͜Ͱ，本論Ͱ͸，クϥイΤントのೝ஌΍
ڞಈをม容ͤ͞る্Ͱ੒ޭした心理療法にߦ
௨して生͡た現象Ͱ͋Γ，“h からͩʱ͕，たっ
たࠓの生の֮ײをුかͼ্͕らͤて͘ΕるΑ
うͳ，ਂいと͜Ζ͕͋る͜と΁の͖ͮؾʢア
΢ΣアネスʣͰ͋Γ，·たਓにͦの͖ͮؾを΋
つ͜とをԉॿ͢る”ʢGendlin, 1��6 ଜ੉ଞ؂༁
1���;1���, ̿ .4ʣフォーカシングのମݧաఔを
΋つ͜とを໨指した心理療法をフォーカシング
指向心理療法とఆٛして論͡る΋のと͢るɽ
ྟচ的に͜のΑうͳ͖ͮؾʢア΢Σアネスʣ
͕生͡るに͸，クϥイΤントとηϥϐストのؒ
に言語化・ҙࣝ化͞ΕるҎ前の前言語化・前概
念的レϕルͰ༏し͖͋͘ڹうਓとਓのޓいのଘ
性͕࣮֬܎஌し͋うؔײʢϓレθンスʣをײࡏ
に͋る͜と͕ඞཁ৚݅にͳるɽϓレθンスのৄ
について͸　7　਎ମ化した問題をѻうํ法ࡉ

としての“Thinking About”のҙٛ　Ͱड़΂る
͕，·ͣ͸，͜のηϥϐストのଘײࡏʢϓレθ
ンスʣを௨してクϥイΤントをフォーカシング
的態౓ͰแΈࠐΉ͜と͕࣏療ؔ܎として͋る΂
͖Ͱ͋るɽͦのͳかͰクϥイΤントのͳかにࣗ
෼の心と৮ΕΑうと͢るフォーカシング的態౓
͕ৢ੒͞Εうると考͑らΕるɽηϥϐストとク
ϥイΤントの྆ऀのͳかに生·Εるフォーカシ
ング的態౓にॿけらΕて，໘઀のͳかͰ生੒͞
Εる͜と͹をޓいに܏ௌ͢る態౓͕ߴ·るɽ·
た，ͦΕͧΕ͕フΣルトηンスをײ஌し΍͘͢
ͳるؔ܎性্ཱ͕͕ͪるɽͦのؔ܎性のͳかͰ
໘઀தにクϥイΤントとηϥϐスト྆ऀのͳか
Ͱ生੒͞Εて͘る͜と͹をଚॏし，ͦの͜と͹
のഎޙに͋るͦの͜と͹͕表象しているޓいの
心の࣮ײをڞ有しΑうと͢るؔ܎性を保つ͜と
͕Մೳにͳると考͑らΕるɽ

�ɽΫϦΞϦϯάɾΞɾεϖーεͷ׆༻
と͜ΖͰ，Gendlinʢ1�7�, ଜࢁଞ༁ 1��2ʣの

「6ステοϓ法」の第Ұஈ֊Ͱ͋るクリアリン
グ・ア・スペースͩけを࣮͢ࢪる͜とにΑって
΋クϥイΤント͕問題とڑ཭をとって，クϥイ
Τント͕問題に巻͖ࠐ·Εているঢ়態から։์
Ͱ͖るΑうԉॿͰ͖るɽGendlinのフォーカシ
ングのシϣートフォーϜの第Ұஈ֊Ͱ͋るクリ
アリング・ア・スペース͸，“フォーカサー͕
͋る಺的ͳ問題についての಺লのۀ࡞をਐΊて
い͘ΑΓ前のஈ֊Ͱ，·ͣࣗ෼の಺໘ͰͲのΑ
うͳ͜と͕問題と͡ײらΕているかをͻとつͻ
とつ֬ೝし，੔理してい͘ۀ࡞”ʢ٢ྑ , 1��2, 
p.47ʣとઆ໌͞Ε，“ମݧ的ڑ཭のௐ੔”ʢ஑ݟ , 

1��5, p.127ʣの͸たら͖͕͋ると͞Εているɽ
ͳお，௨ৗのクリアリング・ア・スペース͸
ਤ 1のΑうにࣔ͢͜と͕Ͱ͖るɽ֩とͳるテー
マとの心理的ڑ཭͕ۙ͗͢てクϥイΤント͕໘
઀ͰͦΕを࿩題にして৮Εる͜と͕Ͱ͖ͳい৔
߹，フォーカシングͰߦΘΕるクリアリング・
ア・スペースͰ͸，クϥイΤント͸ࣗ෼をࠔら
ͤている͞·͟·ͳ問題をからͩの͡ײをཔΓ
にͻとつͣつ֬かΊ，҆શにஔいておけるڑ཭
に഑ஔしてい͘ɽͦΕにΑΓ，クϥイΤント͸
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問題とのద੾ͳڑ཭をおいてѻう͜と͕Ͱ͖る
のͰ͋るɽクリアリング・ア・スペースにΑっ
て，クϥイΤント͸ࣗ෼のからͩの֮ײ΁の信
པ͕ߴ·Γ，問題にऔΓ૊Ήҙཉ΋ߴ·るɽク
リアリング・ア・スペースのաఔͰ͸，クϥイ
Τント͕৮ΕらΕͳい֩とͳるテーマにηϥϐ
スト΋৮ΕてΈてフΣルトηンスを͡ײるとಉ
࣌に，クϥイΤント͕Ͳのఔ౓ͦのテーマから
཭をऔΖうとしているのかについて΋ηϥϐڑ
スト͕フΣルトηンスを͡ײる͜と͕大੾Ͱ͋
るɽͦのΑうにしてクϥイΤント͕৮ΕらΕͳ
い֩とͳるテーマの有༷をηϥϐスト͕クϥイ
Τントとಉ࣌に͡ײऔる͜とにΑって，ηϥϐ
スト͸クϥイΤントのͦのテーマ΁の৮Εに͘
͞についての࣮ײの൐った理解を得る͜と͕Ͱ
͖るɽ·た，ηϥϐスト͕，クϥイΤントとͦ
のテーマとのڑ཭ײを͡ײる͜とͰηϥϐスト
͸クϥイΤントのϓレθンスを͡ײる͜とに΋
つͳ͕るのͰ͋るɽηϥϐストࣗ਎͕ͦうして
஌Ͱ͖たクϥイΤントのϓレθンスにηϥϐײ
ストのϓレθンス͕言語的・ඇ言語的にؔΘΓ
͋うの͕クリアリング・ア・スペースのաఔ

Ͱ͋ると考͑らΕるɽ۩ମ的ͳクリアリング・
ア・スペースのํ法を੕Ճʢ2�12, p.��ʣ͸，
をͦの··डけ͡ײかΓ΍ネΨティブͳ͕ؾ“
औΓ，ͦΕをҰつҰつイメーδを࢖ってͪ࣋ؾ
͕མͪண͘と͜Ζにஔ͘という΋のͰ͋るɽஔ
͖৔を決Ίるج४͸，からͩの͡ײ，͢ͳΘͪ
フΣルトηンスͰ͋るɽྫ͑͹，͋る͕ؾかΓ
Xを，໨の前にஔいてΈるɽからͩの͡ײを֬
かΊ，しっ͘Γ͜ͳい৔߹，ͦ͜͸ Xをஔ͘
のにͽったΓͳ৔ॴͰ͸ͳいɽ ϗοとしたΓ
མͪண͘߹，Xをஔ͘のにͽったΓͳ͕ͪ࣋ؾ
৔ॴと言う͜とにͳるɽ”とઆ໌しているɽ
フォーカシング指向心理療法において，と͘
に問題解決のたΊにͦの問題の֩心に向͖߹う
ඞཁ͕͋るに΋かかΘらͣ，ͦの問題に઀ۙし
て向͖߹う͜と͕೉しい৔߹，クリアリング・
ア・スペースͩけを用いて΋ॏಞͳ事ྫのྟচ
࣮ફにおいて有ޮͰ͋ると言ΘΕているʢ٢
ྑ，2��5ʣɽクリアリング・ア・スペースを用
いて，Ұ୴クϥイΤントと問題とのؒにద੾ͳ
཭をஔいたう͑Ͱ，ஸೡに問題に৮ΕてΏ͘ڑ
աఔͰクϥイΤント͸フΣルトηンスを௨して

 

 

 

 
 

 

 

 
  

ਤ �ɹ௨ৗͷΫϦΞϦϯάɾΞɾεϖーε
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問題をମݧ的にຯΘい理解し，問題にద੾ͳ৔
ॴを༩͑，心の੔理͕ਤらΕると͞Εているの
Ͱ͋るɽ
͜のクリアリング・ア・スペースࣗମ͕Ұ
つの技法として有ޮͰ͋るという指ఠについて
͸，෱੝・ଜࢁʢ1��4, p.11�ʣ͸，“ࣗ෼をࠔ
らͤている͜とからࣗ෼の਎を཭し，問題のத
にೖらͣ，গしޙにԼ͕Γ，ͦΕ͕遠͗͢ͳい
問題とのؔ܎を保っているঢ়態”を“͕ؒऔΕ
ているঢ়態”とఆٛし，“΄ͲΑいؒ”Ͱ問題
に·つΘる͡ײを͡ײる͜と͕フォーカシング
の੒ޭにؔ࿈͕͋る͜とをࣔࠦしたɽ·た，ۙ
田ʢ1��7ʣ͸，問題を対象化し問題と͸۠ผ͞
Εるओମとしてのࣗ෼を໌֬に͢る͜と͕࣏療
的Ͱ͋るとしたɽ͞らに，井ग़・ଜࢁʢ2���ʣ
͸，ࣇಐཆࢪޢઃࣇಐにूஂ法Ͱクリアリン
グ・ア・スペースを࣮ࢪし，ࣇಐのओମ性おΑ
ͼ಺໘的ͳࣗݾ表現のଅਐ΍子Ͳ΋と৬һ，子
Ͳ΋と心理৬のؔ܎のߠఆ的ม化͕ࣔ͞Εたと
ใࠂしているɽߴ୔・ҏ藤ʢ2���ʣ͸，クリア
リング・ア・スペース͕ਫ਼ਆ的݈߁にٴ΅͢Ө
ௐ࣭ࠪ問紙ʣ߁についてௐࠪし，GHQʢҰൠ݈ڹ
の૯得点，ࣾձ活ಈো֐，うつ܏向の得点͕௿
し，フォーカシングಋೖ࣌のۭؒࠂしたとใݮ
ͮ͘Γ͕ͦΕࣗମͰリϥクθーシϣンޮՌを΋
つというैདྷの஌ݟとҰகした結Ռ͕得らΕた
としているɽ
クリアリング・ア・スペースをྟচにԠ用
͢ると͖に͸，“生活における問題と΄ͲΑい
・ʢҏ藤”܎཭をとって，ͦΕとのਖ਼しいؔڑ
フォーカシングڀݚॴ , 2��5, p.224ʣをつ͘る
͜と͕ߦΘΕるɽ۩ମ的に͸，“ʞいい͡ײʟ΍，
心͕མͪண͘͡ײ，心͕ٳ·る͡ײをअຐして
いる΋ののҰཡ” ʢRappaport, 2���, p.3�ʣを࡞
Γ，い·クϥイΤント͕͡ײているい͘つかの
͡ײを͡ײかΓをからͩのதに΋っている͕ؾ
とΓ，ͦΕらの͕ؾかΓをͦの事ฑ΍งғؾに
;͞Θしいと͜Ζ͕ࣗવに心にුかͿのを଴っ
てஔいてお͘イメーδをして，͕ؾかΓをͻ
とつͻとつ੔理してい͘ɽ クリアリング・ア・
スペース͸，“͕ؾかΓͳ事ฑにຒ຅͢るのͰ
΋ͳ͘，ࣺてڈるΘけͰ΋ͳい，ద੾ͳʞڑ཭

ͮ͘Γʟ”ʢ஑ݟ ,1��5,p.127ʣにͳΓ，ͻと·ͣ
ѻいに͘い問題を心理的に཭Εたと͜Ζにஔい
てお͘のにޮՌ的ͳ技法Ͱ͋るɽ
ͦ΋ͦ΋クリアリング・ア・スペースという
ମ，クϥイΤント͕向͖߹いに͘いテーࣗۀ࡞
マをҙࣝしたう͑Ͱ，ͦ͜から心理的ڑ཭をと
る΋のͰ͋Γ，૿井ʢ1���ʣ͕「ײྀۤݪ」と
Ϳ，言༿にして表現͢る͜と͕೉しい問題をݺ
ѻう΋のͰ͋るɽͦ΋ͦ΋クϥイΤント͕言༿
のܗͰૌ͑るओૌと͸，クϥイΤント͕ͦΕに
ついて಺的ͳҧ࿨ײとして֮ࣗし͑た΋のを，
ηϥϐストにԿとか఻͑Αうと͢るࢼΈͰ͋る
と考͑る΂͖ͳのͰ͋るɽ·た，٢ྑʢ1��2ʣ
͸，クリアリング・ア・スペース͕ମݧ的ͳޮ
Ռを΋つたΊに͸，フΣルトηンス͕೺Ѳ͞Ε
ている͜と͕ඞཁͰ，クリアリング・ア・ス
ペースͦの΋の͕，フΣルトηンスをத心と͢
るフォーカシングのཁૉを͢ͰにؚΜͰいるա
ఔͰ͋ると΋指ఠしておΓ，心理療法をඞཁと
͢るਓにおいて͸，͋る大͖ͳ問題͕޿൚ͳମ
ってし·い，ͦの問題͕ࣗ෼ͦの͕޿領域にݧ
΋ののΑうに͡ײらΕている͜と͕ଟ͘，問題
とओମとの۠ผ͕ͳ͘ͳって，問題から۠෼し
うるΑうͳओମ͕֮ͪ࣋ײに͘͘ͳっているͳ
かͰ，クリアリング・ア・スペースをとおした
「問題ײの֬ೝと特ఆ」「問題ײに対ॲしうるೳ
ಈ性の֮ײ」͕問題と͸෼཭したओମ֮ײをො
活͢る͜とにつͳ͕ると論͡たɽ͞らに，クリ
アリング・ア・スペース͸，“フΣルトηンス
を͡ײͳ͕らҙਤ的にࣗ෼とࣗ෼のࢥいのؒに
心理的にద੾ͳڑ཭をऔるɽͦの結Ռ，ࣗ෼の
಺໘に心஍Αい͕͡ײ生·Ε，フΣルトηンス
を͡ײ΍͘͢ͳるɽ”ʢ੕Ճ，2�12, p.�4ʣとい
うޮՌ΋͋ると言ΘΕているɽ

�ɽ��ΫϦΞϦϯάɾΞɾεϖーεͷҰٕ๏ͱ͠
ͯͷʠ5IJOLJOH�"CPVUʡ

ʢ�ʣʠ5IJOLJOH�"CPVUʡͷඞཁ
ηϥϐスト͸，心理໘઀においてクϥイΤン
トの語Γを܏ௌ͢るɽηϥϐスト͸܏ௌ͢る͜
とにΑって問題のഎܠを੒͢事࣮をਖ਼֬に஌る
ͩけͰ͸ͳ͘，໘઀աఔͰクϥイΤントの಺໘
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Ͱ生͢ىるײ৘΍ೝ஌のม化についてい͘͜と
͕Ͱ͖るɽ܏ௌを௨してηϥϐスト͕クϥイΤ
ントの಺໘にؔ心をࣔしଓけると͖，クϥイΤ
ントのଆに΋ࣗらの語Γをௌ͘͜とͰ಺লし಺
໘をݟつΊるೳ力͕ҭͪ，心の੒௕΍問題のଊ
͑ํのม容͕͖ىて͘るɽ
と͜Ζ͕，໘઀Ͱѻう΂͖֩とͳるテーマに
的ͳ΋のͰ͋る֐るΑうͳඃ͢܎͕ؔݧ଴ମٮ
৔߹，ͦのテーマに৮Εる͜とをクϥイΤント
͕ແҙࣝにճආしている͜と͕͋るɽ·た，問
題にۙͮ͘͜とࣗମに心理的׉藤͕大͖͘，問
題に直઀৮Εる͜とをҙࣝ的にճආ͢る͜と΋
͋るɽ͜のΑうͳ৔߹，໘઀৔໘Ͱ問題に৮Ε
る͜とにΑってクϥイΤント͕࠶ͼইつ͘Մೳ
性͕͋る৔߹΋͋るɽ·た，クϥイΤント͕問
題を਎ମ化して਎ମ঱ঢ়Ͱૌ͑ていて問題に向
͖߹͑ͣにಀආしていたΓ，言語的に語Ζうと
しͳい͜と΋͋るɽͦういった৔߹，クϥイΤ
ント͕問題を਎ମ঱ঢ়にஔ͖͑׵て，「ຬͪ଍
Γたແؔ心」ʢBenjamin J. Sadock & Virginia A. 

Sadock, 2��3 井্ଞ؂༁ 2��4, p.7�4ʣとݺ͹Ε
るප的ঢ়態に対͢るؔ心ܽ೗͕ݟらΕる͜と΋
ଟいɽͦのΑうͳ৔߹，ͲのΑうに໘઀Ͱクϥ
イΤント͕向͖߹͑ͳい問題をѻう͜と͕Ͱ͖
るのか問題にͳるɽͦうしたঢ়گͰ͸，クϥ
イΤント͸問題にओମ的に৮Εる͜と͕Ͱ͖
ͳいɽクϥイΤント͕問題に向͖߹͑ͳい৔
߹，“心の࣮ײと，ͦΕを言語化したΓ，象徴
化したΓ͢る͜と͕ࠔ೉ͳ৔߹に͸，心理療法
͸Ұൠ的に೉しい”ʢ஑ݟ , 1��5, pp.3�-4�ʣと
いう指ఠ͕౰て͸·るɽͦのΑうͳクϥイΤ
ントに対して͸，௨ৗのクリアリング・ア・ス
ペースのํ法Ͱ͸問題を໘઀Ͱѻ͑ͳい΄Ͳ心
理的に遠いڑ཭にஔいた··にしてし·うの
Ͱ，フォーカシング指向心理療法͕໨指͢ମݧ
աఔをॏ視した໘઀͕ਐలしに͘いという問題
͕生͡るɽしかし，ͦうした՝題を解決͢るた
Ίの技法͸͜Ε·Ͱ঺介͞Εて͜ͳかったɽ本
論͸ͦうした՝題を解決͢る技法としてචऀ͕
։ൃし，“Thinking About”と໊෇けたʢ小泉，
2�14ʣ技法を঺介͢るɽ

ʢ�ʣʠ5IJOLJOH�"CPVUʡͷద༻৚݅ͱํ๏
心理的׉藤にΑって問題にۙͮけͳかった
Γ，問題を਎ମ化͢る͜とͰѻうඞཁの͋った
֩とͳる問題からճආしていたΓ͢る৔߹ͳ
Ͳ，௨ৗのクリアリング・ア・スペースのํ法
Ͱ͸֩にͳる問題に৮ΕらΕͳいͰ໘઀͕࣮
を΋ってਐ·ͳい৔߹に，“Thinking Aboutɿײ
पลを考͑る”というクリアリング・ア・ス
ペースのҰ技法͕有ޮͰ͋るɽηϥϐストଆか
らΈて，クϥイΤント͕向͖߹いに͘͘語Γに
͘い問題͕͋る͜と͕໌֬Ͱ，࣌ؒをかけてク
ϥイΤント͕向͖߹͑ͳい問題を語る͜と͕
Ͱ͖るΑうにͳるのを଴つͩけͰ͸クϥイΤ
ントの心の੔理͕ਐ·ͳいと൑அ͞Εると͖，”
Thinking About”のద用とͳるɽ·た，クϥイ
Τントࣗ਎͕，ࣗ෼͕֩とͳる問題に৮Ε߹͑
ていͳいと֮ࣗしていて΋いͳ͘て΋“Think-

ing About”を用いる͜と͕Ͱ͖るɽ
“Thinking About”と͸，クϥイΤント͕向
かい߹͑ͳい問題のपลの೚ҙの࿩題について
ͦΕらをऔΓ巻༷͘ʑͳഎܠ΍ཁҼͳͲからଟ
࣠的にアϓϩーチ͢るというҙຯͰཱମ的に
「”Thinking About” ʢͦのपΓを考͑るʣ」͢る
͜とをҙຯ͢るɽ“Thinking About”というख़
語͸ࣙॻͰ͸ 的に͸“…の͜とをʢいΖٛࣈ,
いΖとʣ考͑る，ࢥいを巡ら͢，考ྀ [഑ྀ ]

͢る，ࢥい΍る”ʢ井্・੺໺ , 2��7, p.1���ʣ
とఆٛ͞Εているɽ前ஔࢺ about͸ ,“On all 

sides of; surrounding, In the vicinity of around” 
ʢBerube M. S. et al., 1�76, p.6�ʣとఆٛ͞Εて
いるΑうに，対象෺に対してͦのपลͰཱମ的
にऔΓғΉΑうにۙ઀しているҐஔؔ܎をҙຯ
͢るɽͦ͜Ͱ，“Thinking About”と͸，直઀
৮Εる͜と͕クϥイΤントにとってݥةͳ֩と
ͳるテーマのपғを͋らΏる֯౓からཱମ的に
͖ۙͮͳから΋直઀に͸৮Εͣに考͑てい͘ํ
法とఆٛͰ͖るɽクϥイΤント͕向かい߹͑ͳ
い問題とద੾ͳڑ཭を΋ͪͳ͕らͦのपลをཱ
ମ的に“Thinking About”ʢͦのपΓを考͑るʣ」
͢る͜の技法͸，Ұൠ的に͸Ұํ向のڑ཭ײを
問題に͢るクリアリング・ア・スペースのൣᙝ
にଐ͢る技法Ͱ͋ると考͑らΕるɽ直઀৮Εる
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に͸ݥةͳ֩とͳるテーマのपғを͋らΏる֯
౓からཱମ的に͖ۙͮͳから΋直઀に͸৮Εͳ
いํ法Ͱ͋るɽ͜の技法Ͱ͸，ηϥϐスト͕ク
ϥイΤントの語Γから͡ײとるフΣルトηンス
をたΑΓに，クϥイΤントとクϥイΤント͕直
઀৮ΕらΕͳい問題とのؒのڑ཭ײをௐ੔しͳ
͕ら҆શにクϥイΤント͕֩とͳるテーマをຯ
Θう͜と͕Ͱ͖ると考͑らΕるɽ
“Thinking About”と͸，࣍のΑうͳ 3ஈ֊
Ͱߏ੒͞ΕているɽᶃクϥイΤント͕ҙࣝ的に
向かい߹͑ͳい֩とͳるテーマのपғをηϥϐ
スト͕クϥイΤントとࣗ෼ࣗ਎のフォーカシン
グ的態౓をҭてͳ͕ら࿩題に͢るɽᶄクϥイΤ
ントにΑって֩とͳるテーマとपลの೚ҙの問
題とのؔ܎性͕アφϩδーʢྨਪʣにΑって言
語化͞Εるのをݟकるɽᶅアφϩδー͕生੒͞
Εたͳら，ͦのアφϩδーにدΓఴいͳ͕ら，
ͦのアφϩδー͕΋つスキーマʢߏ଄ʣをཔΓ
に֩とͳる問題とクϥイΤントとのؔ܎性を
テーマにしͳ͕ら໘઀をਂΊ，クϥイΤント͕
向かい߹いに͘かった問題のଊ͑ํのม容をਤ
るɽ
“Thinking About”のաఔをモデル化͢ると
ਤ 2のΑうにͳるɽ·ͣ，֩とͳるテーマのप
ลにҐஔ͢るい͘つか͋るテーマͰクϥイΤン
ト͕語Ζうと͢る͜と͕Ͱ͖るपลの࿩題をબ
୒͢るɽͦのબ୒͸クϥイΤントとηϥϐスト
とのؔ܎のͳかͰߦΘΕるɽηϥϐスト͕クϥ
イΤントにとって心理的に҆શにѻ͑るテー
マͰ͋る͜とを֬かΊͳ͕ら，クリアリング・
ア・スペースを用いて，向かい߹͑ͳい֩とͳ
るテーマから心理的ڑ཭ײをとる͜とにΑっ
て，クϥイΤントとѻう࿩題͕બ୒͞Εるɽબ
୒͞Εる࿩題͸ҠΓมΘる͜と΋͋るɽͦΕ
͕，ஈ֊ᶃクϥイΤント͕ҙࣝ的に向かい߹͑
ͳい֩とͳるテーマのपғをηϥϐスト͕クϥ
イΤントとࣗ෼ࣗ਎のフォーカシング的態౓を
ҭてͳ͕ら࿩題に͢る，というաఔに૬౰͢
るɽクϥイΤント͕બΜͩपลの࿩題について
フォーカシング的態౓Ͱ໘઀͕ਐΉɽフォーカ
シング的態౓Ͱͦの࿩題をѻう͜とにΑってク
ϥイΤント͸，クϥイΤント͕ѻ͑る࿩題とク

ϥイΤントࣗ਎とのؔ܎性を語る͜と͕Ͱ͖る
Αうにͳるɽͦの࣌クϥイΤント͕ѻう࿩題͸
֩とͳるテーマͦの΋のͰ͸ͳい͕，֩とͳる
テーマとؔ࿈性の͋る࿩題Ͱ͋るɽ͜のと͖心
理໘઀͸フォーカシング的態౓ͰਐΊらΕてい
るたΊ，クϥイΤントに͸，前言語的・前概念
的ͳ͕͖ͮؾ生͡るɽͦしてɺͦ͜から֩とͳ
るテーマとपลの࿩題とのؔ܎性͕アφϩδー
を࢖って語Γ࢝ΊらΕるɽ͜Ε͕，ᶄクϥイΤ
ントにΑって֩とͳるテーマとपลの࿩題との
性͕アφϩδーにΑって言語化͞Εるのを܎ؔ
कる，というஈ֊Ͱ͋るɽ֩とͳるテーマとݟ
पลの࿩題とのؔ܎性を表現͢るアφϩδー͕
生੒͞Εたと͖，͜のஈ֊͸ऴྃ͢るɽ͜͜·
ͰͰ，クϥイΤントにΑって語らΕて͖たクϥ
イΤントとपลの࿩題とのؔ܎性，ٴͼ，͜の
ஈ֊ͰアφϩδーͰ表現͞Εたपลの࿩題と֩
とͳるテーマとのؔ܎性の 2つのؔ܎性͕໌ら
かにͳるɽした͕って，͜Εら 2つのؔ܎性を
ѻう͜とにΑって，クϥイΤント͸֩とͳる
テーマとクϥイΤントࣗ਎のؔ܎性をఆΊる͜
と͕Ͱ͖，ͦΕについて語る͜と͕Ͱ͖るΑう
にͳるのͰ͋るɽ͜Ε͕，ᶅアφϩδー͕生੒
͞Εたͳら，ͦのアφϩδーにدΓఴいͳ͕
ら，ͦのアφϩδー͕΋つスキーマをཔΓに֩
とͳる問題とクϥイΤントとのؔ܎性をテーマ
にし͕ら໘઀をਂΊ，クϥイΤント͕向かい߹
いに͘かった問題のଊ͑ํのม容をਤる，とい
うஈ֊Ͱ͋るɽ
Ͱ͸，֩とͳるテーマとपลの࿩題とのؔ
性͸ͳͥアφϩδーͰ表現͞ΕるのͰ͋Ζう܎
かɻ“Thinking About”を用いるঢ়گͰ͸，֩
とͳるテーマ͸クϥイΤントに直໘ͤ͞るに͸
ͳ΋のͰ͋る͕アφϩδーを用いる͜とݥة
Ͱ，֩とͳるテーマ͸ؒ઀的に語らΕるɽͦ
のたΊ，クϥイΤント͸ͦのテーマࣗମを͸っ
͖Γと表現͢る͜とをආける͜と͕Ͱ͖るɽア
φϩδーを用いる͜とͰ，直઀৮Εるに͸ݥة
ͳ֩とͳるテーマに৮Εͳ͘て΋，クϥイΤン
ト͸৽たͳスキーマを学習し，֩とͳるテーマ
をม容ͤ͞る͜と͕Ͱ͖るのͰ͋るɽHolyoak, 

KJ & Thagard, Pʢ1��5, ླ໦ଞ؂༁ 1���ʣ͸，

― 3� ―

૯߹ࣾձ学෦لཁ　第 6巻　第 1号



スキーマをܗ੒͢るアφϩδーのਂ૚ߏ଄͕Ҿ
͖ग़͞Εるͳら͹，アφϩδー͸ڧ力ͳ心のಓ
۩にͳΓ͑ると論͡ているɽ࣮ࡍの言語的ͳ໘
઀Ͱ͸アφϩδー͸直ᄻ΍ӅᄻʢメタフΝーʣ
といったൺᄻ表現Ͱ表現͞Εる͕，Lakoff G & 

Johnson Mʢ1���, ౉෦ଞ༁ 1��6, p. 322ʣ͕指
ఠ͢るΑうに ,ਓ͸“ࣗ෼ࣗ਎のաڈ΍現ࡏの
活ಈ，ͦΕにເ΍໨ඪをཱࡍたͤҰ؏した΋の
に͢るݸਓ的ͳメタフΝーを୳しٻΊ”てࣗݾ
理解をਂΊる͜と͕Ͱ͖るのͰ͋るɽ“Thinking 

周辺の話題  
      周辺の話題  

 

                   
①（クリアリング・ア・スペース）

周辺の話題     核となるテーマ  ②（アナロジーの生成）   

            

 
話題に選ば 

                             れた周辺の
  話題 

    周辺の話題                      
 

①→②→③の順で
“Thinking About”の

 過程がすすむ

 
                  
                  
          

（距離感に対する  
  フェルトセンス） 

 （周辺の話題に
対するフェル
トセンス）

 
 

 
 

③（生成されたアナロジー
による語り）

 

 

セラピスト
言語的・非言語的相互作用  

クライエント
 

 
（フォーカシング的態度）       

 プレゼンス       関係性        プレゼンス  

セラピストは，「クライエントのプレゼンスに対するフェルトセンス」と
「セラピスト自身のプレゼンスに対するフェルトセンスをもつ

 

ਤ �ɹʠ5IJOLJOH�"CPVUʡͷաఔ
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About”のաఔにおいて，クϥイΤント͸テー
マのपลをඬったΓ઀ۙしたΓしͳ͕らͦのա
ఔͰ生Έग़͞Εるࢥい΍֮ײを言語的に表現し
Αうと͢るɽ࠷ॳ͸ ,ᄺ語レϕルの「͋ー」と
か「うー」とかいう言༿͕ൃͤらΕる͕，΍͕
てクϥイΤント͸֩とͳるテーマにۙいྨࣅの
ମݧをબ୒して対Ԡͤ͞Αうとして，「ʙのΑ
うͳ」というൺᄻʢ直ᄻʣを࢖ってઆ໌しΑう
と͢るのͰ͋るɽ
と͜ΖͰ͜͜Ͱ言うフォーカシング的態౓
と͸，ࣗ෼ࣗ਎͕͡ײる͜と，͢΂てのݧܦに
-心を保つ͜とʢCorح޷，容，ड容，༏し͞ڐ

nell, 1��6　大ᖒ・೔ּ༁ 1���ʣͰ͋Γ，Φー
ϓンͰ͋る͜と，༏し͞，༑޷的Ͱ͋る͜と，
ௌ܏，と，ଚॏ͢る͜と，डけऔる͜と͜͢ڐ
͢る͜と͕ॏཁͳ特徴とͳる態౓Ͱ͋るʢҏ
藤・フォーカシングڀݚॴ , 2��5ʣɽフォーカ
シング的態౓と͸，フォーカシング͕Մೳに
ͳるΑうͳ಺的ڥ؀をつ͘Γग़͢フォーカシ
ングのޒつのスキルʢCornell, 1��4　ଜ੉؂༁ 

1��6ʣͰ͋る「ೝΊる͜と」「ؔ܎をݟつける
͜と」「༑ͩͪのΑうにډる͜と」「ڞ໐ͤ͞る
͜と」「डけऔる͜と」とؔ͢܎る態౓Ͱ͋る
と考͑らΕるɽ࣮ࡍの໘઀Ͱ͸ηϥϐスト͕η
ϥϐストとクϥイΤント૒ํにフォーカシング
的態౓をৢ੒ͤ͞る͜と͕؊ཁͰ͋るɽフォー
カシング的態౓を໘઀のͳかͰܧଓ的にৢ੒͞
ͤる͜とにΑって，“ࢥ考΍考͑のҰਓา͖΍
࿈࠯といった஌性ʢ಄ʣからདྷるࣗݾをଚॏし
ͳい಺ͳる൷ධՈ的ͳ࡞用を๷͙”ʢ࡚ࢁ・಺
田・ҏ藤 , 2���, pp.4�1-4�2ʣ͜と͕Մೳにͳ
Γ，࣮ײのと΋ͳったମݧ的ͳ໘઀աఔをಋ͘
͜と͕Ͱ͖ると考͑らΕるɽ

�ɽ��৺ཧత׉౻Λѻ͏ํ๏ͱͯ͠ͷʠ5IJOLJOH�
"CPVUʡͷҙٛ
ॳからフォーカシング態౓をऔる͜と͕೉࠷
しい事ฑに対してフΣルトηンスを得るํ法に
ついて，Cornellʢ1��3, ଜ੉؂༁ 1��6ʣ͸，「ײ
͡についての͡ײ」ʢthe feeling about the feel-

ingʣというํ法をఏҊしているɽͦΕ͸フォー
カシング的態౓をとる͜とに「ڋ൱的ͳ͡ײ」

͕生͡た৔߹に，ͦの「ڋ൱的ͳ͡ײ」ͦの΋
のにフォーカシング的態౓をとΖうと͢るํ法
Ͱ͋るɽͦう͢る͜とにΑって，ॳΊに生͡た
についてのフΣルトηンスに「͡ײ൱的ͳڋ」
΋フォーカシング的態౓をとる͜と͕Մೳにͳ
ると言ΘΕているɽ͜のํ法について͸，田ଜ
ʢ1���, p.2��ʣ͸，“ͳͥ本དྷのフΣルトηンス
をԣにஔいてお͘͜とにΑってม化͕生·Εる
のかという問題͕ະ解決Ͱ͋る”と指ఠしてい
るɽ
“Thinking About”Ͱ͸，心理的׉藤͕͋っ
て֩とͳる問題にۙͮけͳいという「ڋ൱的ͳ
ײ生͡た৔߹，クϥイΤントの҆શ͕「͡ײ
を保ো͢るたΊに，ͦの「ڋ൱的ͳ͡ײ」͸
Ұ୴ѻΘͣにஔいてお͘ɽ͜の͜と͕ Cornell

ʢ1��3, ଜ੉؂༁ 1��6ʣの「͡ײについてのײ
͡」ʢthe feeling about the feelingʣと͸ҟͳるɽ
“Thinking About”Ͱ͸，「ڋ൱的ͳ͡ײ」͕生
͡る֩とͳるテーマͦの΋のͰ͸ͳ͘，֩とͳ
るテーマのपลに͋るい͘つかの問題のͳかͰ
クϥイΤント͕҆શײを΋ってѻ͑ͦうͳ問題
をબΜͰ，ͦの問題についてフォーカシング的
態౓Ͱѻうɽͦのと͖ηϥϐストに生͡るフΣ
ルトηンス͸，ਤ 3に͋る֩とͳるテーマと࿩
題にબ͹Εたपลの࿩題のؒの「ڑ཭ײに対͢
るフΣルトηンス」と「पลの࿩題に対͢る
フΣルトηンス」Ͱ͋るɽクϥイΤント͸，ͦ
ΕらのフΣルトηンスを͡ײऔっているηϥϐ
スト͕҆શײを保ো͢るͳかͰ，ηϥϐストの
フォーカシング的態౓をཔΓにしͳ͕ら「ڋ൱
的ͳ͡ײ」͕͋った֩とͳるテーマから心理的
に҆શͳڑ཭͕ײ保てるपลの࿩題に向かい߹
うɽҰํͰ，向かい߹͑ͳい֩とͳるテーマに
ついて͸，ͦΕを語らͳい͜とにΑってか͑っ
てͦΕをҙࣝ͢るΑうにͳる͜と͕ಉ࣌に͜ى
るɽ
した͕って，心理的׉藤にΑって֩とͳる
テーマに向͖߹͑ͣ語Εͳい৔߹，“Thinking 

About”の第ೋஈ֊の「ᶄクϥイΤントにΑっ
て֩とͳるテーマとपลの問題とのؔ܎性͕
アφϩδーにΑって言語化͞Εるのをݟकるɽ」
というஈ֊と第ࡾஈ֊の「ᶅアφϩδー͕生੒
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͞Εたͳら，ͦのアφϩδーにدΓఴいͳ͕
ら，ͦのアφϩδー͕΋つスキーマをཔΓに֩
とͳる問題とクϥイΤントとのؔ܎性をテーマ
にしͳ͕ら໘઀をਂΊ，クϥイΤント͕向か
い߹いに͘かった問題のଊ͑ํのม容をਤるɽ」
というஈ֊におけるମݧաఔ͕ॏ視͞Εるɽク
ϥイΤント͸֩とͳるテーマについて͸向͖
߹ったΓ語ったΓ͢る͜とをҙࣝ的͋るい͸ແ

ҙࣝ的にආける͕，पลの࿩題について͸語る
͜と͸ԀΘͳいのͰ，第Ұஈ֊の「ᶃクϥイΤ
ント͕ҙࣝ的に向かい߹͑ͳい֩とͳるテーマ
のपғをηϥϐスト͕クϥイΤントとࣗ෼ࣗ਎
のフォーカシング的態౓をҭてͳ͕ら࿩題に͢
るɽ」のաఔ͸ൺֱ的容қにಋೖͰ͖るɽしか
し，֩とͳるテーマを語るのをආけて͖た心理
的എܠと大͖ؔ͘Θる第 2ஈ֊の「ᶄクϥイΤ

            ①（クリアリング・ア・スペース）    

                ②（アナロジーの生成）  

  選ばれた周辺の話題

          核となるテーマ           

  
     

③（生成されたアナロジー
による語り）

 

     周辺の話題に対する
     フェルトセンス  

               
                     
   

距離感に対するフェルトセンス         

                                   

  

セラピスト    言語的・非言語的相互作用  
クライエント

 

  

        
（フォーカシング的態度）     

 
   プレゼンス        関係性      プレゼンス 
 
 セラピストは，「クライエントのプレゼンスに対するフェルトセンス」と
「セラピスト自身のプレゼンスに対するフェルトセンス」をもつ  

①→②→③の順で
“Thinking About”の
過程がすすむ
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ʢ特にॏཁͳաఔ΍߲໨を ͰғΜͰいるʣ
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ントにΑって֩とͳるテーマとपลの問題との
性͕アφϩδーにΑって言語化͞Εるのを܎ؔ
कるɽ」というஈ֊において͸，ηϥϐストݟ
͸クϥイΤントのମݧաఔを৻ॏにݟकΓ，ద
੾ͳアφϩδー͕表ग़͞Εたと͖に͸，ͦのア
φϩδー͕΋つスキーマのҙຯをे෼にクϥイ
Τントと語る͜と͕ඞཁͰ͋るɽͦの語Γ͸ଓ
͘第ࡾஈ֊の「ᶅアφϩδー͕生੒͞Εたͳ
ら，ͦのアφϩδーにدΓఴいͳ͕ら，ͦのア
φϩδー͕΋つスキーマをཔΓに֩とͳる問題
とクϥイΤントとのؔ܎性をテーマにしͳ͕ら
໘઀をਂΊ，クϥイΤント͕向かい߹いに͘
かった問題のଊ͑ํのม容をਤるɽ」というஈ
֊にࣗવとつͳ͕ってい͘のͰ͋るɽ
͜͜Ͱ஫໨͞Εるの͸，“Thinking About”

をઆ໌͢る，ਤに͸ηϥϐストから֩とͳる
テーマに向かう໼ҹ͕ͳい͜とͰ͋るɽηϥϐ
スト͸“Thinking About”のաఔにおいて֩と
ͳるテーマを考͑たΓ，ͦΕにフΣルトηンス
を͡ײたΓしͳいのͰ͋るɽηϥϐスト͕΋つ
フΣルトηンス͸，֩とͳるテーマと࿩題にબ
͹Εたपลの࿩題のؒの「ڑ཭ײに対͢るフΣ
ルトηンス」と「पลの࿩題に対͢るフΣルト
ηンス」，ͦして，クϥイΤントとηϥϐスト
の言語的・ඇ言語的૬࡞ޓ用をҡ࣋͢る「クϥ
イΤントのϓレθンスに対͢るフΣルトηン
ス」と「ηϥϐストのϓレθンスに対͢るフΣ
ルトηンス」Ͱ͋るɽ͜のと͖，΋し，֩とͳ
るテーマに対͢るフΣルトηンスをηϥϐスト
͕΋つͳら，ͦの࣌点Ͱ，ηϥϐストのϓレθ
ンスͦの΋の͸ม容してし·うɽ֩とͳるテー
マにӨ͞ڹΕたηϥϐストのϓレθンスに対し
て，ͦのテーマに向かい߹͑ͳいクϥイΤント
͸，ڋ൱ײを͡ײऔΓ，ηϥϐストとの信པؔ
ଓ͸೉し͘ͳるɽ΋ܧ͸ଛͳΘΕ，໘઀の܎
し，ηϥϐスト͕֩とͳるテーマを͡ײたΓ，
ҙࣝしたΓしͳ͕ら໘઀をߦͳうと͢Ε͹，ͦ
Ε͸クϥイΤントにとって特ఆのదԠのܗを前
΋って໨ඪに͛ܝらΕたڭҭ的指ಋというܗ
にͳってし·うɽͦ͜に͸，શਓ的ͳ੒௕を
໨指͢フォーカシング的ͳ͋るい͸，Person-

Centeredのਓؒ性心理学的ͳ؍点͕ଘࡏしͳ

いɽフォーカシング指向心理療法の前ఏ่͕Ε
てし·い，理論的にࠞཚした心理໘઀͸クϥイ
Τントをইつける͜とにͳるのͰ͋るɽ

�ɽ��਎ମԽͨ͠໰୊Λѻ͏ํ๏ͱͯ͠ͷʠ5IJOL�
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問題を਎ମ化しているクϥイΤントの৔߹，
クϥイΤント͸͜と͹΍イメーδͳͲの表象Ͱ
ؾって࢖を語る͜とをͤͣ，਎ମ঱ঢ়をͪ࣋ؾ
࣋ͪを表現͢るたΊ，クϥイΤントにとってԿ
͕向かい߹͑ͣ，語Εͳい࿩題ͳのかクϥイΤ
ントࣗ਎͕ҙࣝしていͳい͜と΋ଟ͘，向かい
߹͑ͳい֩とͳるテーマのपลから໘઀Ͱ࿩題
にしΑうとして΋࿩題をҰつͩけબͿ͜と͑͞
೉しいɽͦΕͰ，ηϥϐスト͸，ਤ 4の֩とͳ
るテーマと࿩題にબ͹Εたपลの࿩題とのؒの
と「पลの「཭ؒに対͢るフΣルトηンスڑ」
࿩題に対͢るフΣルトηンス」をཔΓに，クϥ
イΤント͕Ͳの࿩題をબͿのかݟఆΊるたΊに
しͳ͕ら৻ॏに࿩題を巡らしてい͘ඞޡࡨߦࢼ
ཁ͕͋るɽつ·Γ，“Thinking About”の第Ұ
ஈ֊Ͱ͋る「ᶃクϥイΤント͕ҙࣝ的に向かい
߹͑ͳい֩とͳるテーマのपғをηϥϐスト͕
クϥイΤントとࣗ෼ࣗ਎のフォーカシング的態
౓をҭてͳ͕ら࿩題に͢るɽ」というաఔをஸ
ೡにߦう͜と͕問題を਎ମ化したクϥイΤント
をԉॿ͢ると͖にと͘にॏཁにͳるのͰ͋るɽ
౔井ʢ2��6ʣ͸，ηϥϐストとクϥイΤント

を֬かΊるϓϩηスͰ͋る͡ײいにࣗ෼のޓ͕
「ମݧ的܏ௌ」において，ηϥϐスト͸࣮͕ײ
΄とΜͲ൐っていͳいクϥイΤントの語Γの，
Ұॠに現Εる「͡ײ」に൓Ԡし，ͦの「͡ײ」
にηϥϐスト͕Ԡ౴͢る͜とͰ，クϥイΤント
͸「͡ײ」に஫ҙを向ける͜と͕Ͱ͖るΑうに
ͳΓ，フΣルトηンス͕ܗ੒͞Εると論͡てい
るɽ͜の「ମݧ的܏ௌ」にフォーカシング的態
౓͕大͖ؔ͘Θっている͜と͸໌らかͰ͋Ζ
うɽ֩とͳるテーマ͕਎ମ化していてクϥイΤ
ントにҙࣝ͞Εていͳい৔߹΋，フォーカシン
グ的態౓ͰクϥイΤントのણࡉͳҰॠに現Εる
ײ」ͳࡉをηϥϐスト͕ଊ͑，ͦのඍ「͡ײ」
͡」をクϥイΤントとηϥϐストのؒͰৢ੒し
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て，“Thinking About”の第Ұஈ֊Ͱ͋る「ᶃ
クϥイΤント͕ҙࣝ的に向かい߹͑ͳい֩とͳ
るテーマのपғをηϥϐスト͕クϥイΤントと
ࣗ෼ࣗ਎のフォーカシング的態౓をҭてͳ͕ら
࿩題に͢るɽ」というաఔを౿Ή͜と͕ॏཁͰ
͋ると考͑らΕるɽ

Cornell & McGavaʢ2��2, 大ᖒ・্ଜ༁ 2��5ʣ
͸，フォーカシングதのঢ়態を，「Ұମ化した

ঢ়態」「௥์͞Εたঢ়態」「ϓレθンス」のࡾつ
に෼けているɽ「Ұମ化したঢ়態」と͸ ,フΣ
ルトηンスとのڑ཭͕ۙ͗͢る΋のͰ͋Γ，「௥
์͞Εたঢ়態」と͸，遠͗͢てフΣルトηンス
らΕͳいঢ়態Ͱ͋るɽ「ϓレθンス」と͡ײ͕
͸，フォーカサー͕フΣルトηンスとద੾ͳڑ
཭を保って，フΣルトηンスに஫ҙを向けてい
るঢ়態Ͱ͋るとઆ໌͞Εているɽ͜の「ϓレθ

         ①（クリアリング・ア・スペース）

              ②（アナロジーの生成）  

  選ばれた周辺の話題  

 核となるテーマ   

  
                               

③（生成されたアナロジーによる語り）
 

   
 

 
 

               
                     
                    周辺の話題に対する  

フェルトセンス   
距離感に対する  
フェルトセンス         

                                   

  

セラピスト
言語的・非言語的相互作用  

クライエント
 

  

（フォーカシング的態度）       
  プレゼンス       関係性       プレゼンス  

 
セラピストは，「クライエントのプレゼンスに対するフェルトセンス」と  
「セラピスト自身のプレゼンスに対するフェルトセンス」をもつ  

                                   

①→②→③の順で
“Thinking About”の
過程がすすむ
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ンス」のঢ়態͸，田ଜʢ1��7;1���ʣ͕ᐆດ͞
とଟ༷性を΋ったフΣルトηンスに਎を೚ͤ，
ͦ͜からԿか͕生·Εて͘るのを҆心ײを΋っ
て଴っているঢ়態を指して用いる floatabilityと
͹Εるঢ়態にۙいと͞Εているɽݺ
“Thinking About”において͸，ਤ 4のᶃの
աఔͰࣔ͞Εているクリアリング・ア・スペー
スのڑ཭ײを保てるΑうに，֩とͳるテーマと
࿩題にબ͹Εたपลの࿩題とのؒの「ڑ཭ײに
対͢るフΣルトηンス」をཔΓにηϥϐスト
͕，पลの࿩題とクϥイΤントとのڑ཭をద੾
ͳ΋のにͳるΑうにબ͹Εる࿩題とクϥイΤン
トとのؒの心理的ڑ཭をௐ੔͢るɽͦのΑうに
しͳ͕らクϥイΤントの語Γにアφϩδー͕
生੒͞Εるのをフォーカシング的態౓をৢ੒
ͤ͞ͳ͕ら଴つ態౓͸，「ϓレθンス」のঢ়態
΍ floatabilityとݺ͹Εるঢ়態を保つ͜とを指し
ていると考͑らΕるɽ͜のηϥϐストのঢ়態に
おいて，ηϥϐスト͸ࣗ༝にηϥϐストࣗ਎の
フΣルトηンスを͡ײる΄Ͳ「ࣗݾҰக」して
おΓ，クϥイΤントのフΣルトηンスを͡ײと
る態౓を΋って「ແ৚݅のߠఆ的ؔ心」をࣔし
ているɽ·た，クϥイΤントのମݧաఔをたͲ
Γͳ͕ら「ײڞ」しているɽつ·Γ，クϥイΤ
ントのࣗݾಎ察のաఔをηϥϐスト͕フォーカ
シング態౓ͰݟकΓͳ͕らͦのաఔをଅਐͤ͞
る“Thinking About”のաఔ͸，Rogers͕ఏএ
したηϥϐストଆのத֩ 3৚݅をࣗવとຬた͢
͜とにͳるのͰ͋るɽ
と͜ΖͰ，「ϓレθンス」のঢ়態΍ floatabil-

ityʢ田ଜ，1��7;1���ʣとݺ͹Εるঢ়態を保っ
てフォーカシング的態౓をৢ੒͢る「からͩ」
͸，デカルトҎདྷの心਎ೋݩ論΍心͕਎ମにӨ
を༩͑ると୯७に考͑心と਎ମを直ઢ的ҼՌڹ
Ͱ結Ϳ心਎૬ؔの考͑ํͰ͸આ໌Ͱ͖ͳい܎ؔ
生͖たओମとしての「からͩ」を指͢と考͑ら
Εるɽ͜のશମ論的ʢϗリスチィοクʣͳ「か
らͩ」をѻおうと͢ると͖，֩とͳるテーマप
ลの࿩題をクϥイΤント͕਎ମ঱ঢ়Ͱ語Γ言語
化͞ΕͳいたΊに໘઀Ͱ͸ѻ͑ͳいというݶ
界を௒͑る͜と͕Ͱ͖るɽओମとして，「い·ɺ
͜͜」に生͖るਓؒとしてクϥイΤントをଊ͑

るͳら͹，ηϥϐスト͸クϥイΤントとࣗ෼ࣗ
਎のओମとしての「からͩ」のϓレθンスにؾ
͖ͮɺஸೡにͦのଘࡏに৮Εてい͘͜と͕Ͱ͖
るɽͦの「からͩ」͕ૌ͑ている͜とをগしͣ
つ表現してΈΑうと͢るɽͦのͳかͰ，୶ʑと
৘をަ͑ͣに঱ঢ়を語るಓ۩Ͱ͋った਎ମײ
͕，ओମ的にࣗら๊͕͑る問題を語Γͩ͢のͰ
͋Ζうɽͦの語ΓのϓϩηスのͳかͰ，「から
ͩ」͸ม化しଓけ，クϥイΤント͸「ਪਐ」͢
ると考͑らΕるɽ·た，ηϥϐスト΍クϥイΤ
ントとηϥϐストؒのؔ܎性΋ม化しଓけるの
Ͱ͋るɽ͜Ε͸，ਓ͕「からͩ」の֮ײを΋と
にして੒௕し，৽たͳੈ界に։かΕている͜と
をҙຯ͢るɽ͜のΑうにクϥイΤント͕಺的র
߹性を਎につけて಺的ੈ界に։かΕ，ಉ࣌にη
ϥϐストとのؔ܎性においてଞऀとのؔ܎性に
։かΕると͖，クϥイΤントの心的ม容，つ·
ΓクϥイΤントの「ਪਐ」͕Մೳにͳる৚͕݅
੔うのͰ͋るɽ
͜のクϥイΤントのશମ性をҙຯ͢る「から
ͩ」のม化͸，౰વηϥϐストのϓレθンスを
前ఏに͢るɽクϥイΤント͕ࣗ෼の「からͩ」
Ͱ͡ײとるフΣルトηンス͸ɺクϥイΤントಠ
ࣗの΋のͰ͋る͕，ηϥϐストのϓレθンスと
ηϥϐストとのؔ܎性ൈ͖に͸生͡ͳいからͰ
͋るɽͦΕΏ͑，「い·ɺ͜͜」に্ཱ͕ͪっ
た“Thinking About”のաఔͰ生੒͞Εたアφ
ϩδー͸，ଞऀとのؔ܎性，つͳ͕Γというߦ
ҝをؚΉ๛য়ͳҙຯを΋つ΋のにͳるՄೳ性͕
͋るのͰ͋Ζうɽ

�ɽʠ5IJOLJOH�"CPVUʡͷݶքͱޙࠓͷల๬
学生૬ஊに௕ؔ͘Θって͖たߴ石ʢ2���ʣに

Αると，1��� ೥代຤Ҏ߱に学生࣌代をա͢͝
ੈ代の͜͜Ζのߏ଄͸ࣗզのߏ଄͕૬対的にر
ബͰ，͜͜Ζのͳかにࠞ͡ると౎߹のѱいཁૉ
͸িཱͰ࢓੾るΑうに੾Γ཭͢܏向͕͋Γ，׉
藤し，೰Έ，ಎ察し，ࣗら੒௕してい͘代ΘΓ
に，͹ら͹らͰҰ؏性の๡しい಺໘を๊͑，ܦ
·ബͳر͸ੵΈॏͳらͣ，ࣗ෼というओମのݧ
·，യવとෆ҆を๊͑る܏向͕͋Γ，ڧい׉藤
を๊͑るͳͲして೰ΉΑΓ，「ࣗই」「ա৯ᅅు」
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「աٵݺ」「աහ性௎」「つ͖·とい」「ͻ͖͜΋
Γ」ͳͲのߦಈ化・਎ମ化にࢸる͜と͕Ҏ前Α
Γ૿͑ているҹ象͕͋ると論͡ているɽ͜の܏
向͸，“Thinking About”を用いてԉॿͰ͖る
対象とॏͳっていると考͑らΕるɽ
Ұํ，問題について言語ͳͲを௨して象徴
化͢る͜と͕೉しいクϥイΤントに͸，ൃୡ
ো֐を๊͑るクϥイΤント΋いるɽ“Thinking 

About”Ͱ͸アφϩδーを用いるたΊ，クϥイ
Τントに͋るఔ౓の言語表現ೳ力΍ൺᄻの理解
力͕ٻΊらΕるɽࣗ෼のײ৘をೝ஌͢るೳ力΍
ͦΕを言語Ͱ表現͢るೳ力͕ݶらΕていると͖
に，直ᄻ表現΍Ӆᄻ表現を用いる͜と͸ՄೳͰ
͋るのかɽͦ΋ͦ΋フォーカシング的態౓をৢ
੒͢る͜とにࠔ೉͸ͳいのかɽൃୡো֐を๊͑
るクϥイΤントを対象にしてフィーカシング的
態౓をৢ੒し，クϥイΤント͕৽たͳスキーマ
の理解につͳ͕るΑうͲのΑうにࢧԉͰ͖るか
͸ޙࠓのڀݚ՝題Ͱ͋るɽ্੢ʢ2�1�ʣ͸，௨
ৗのフォーカシングにおいて，「ମݧ的ͳϓϩ
ηスをଅਐͤ͞るたΊに，ඳը΍ίϥーδϡͳ
Ͳඇ言語的ͳίϛϡニέーシϣンഔ介を用いる
͜とͰ，ମݧ的ͳϓϩηス͕ਐΉՄೳ性΋考͑
らΕるɽ」としているɽ“Thinking About”のա
ఔにおいて͸，アφϩδーの表ग़を଴つ態౓͕
๬·Εる͕，クϥイΤント͕アφϩδーの表ग़
にྀۤしている৔߹に͸，ඳը΍ίϥーδϡͳ
Ͳඇ言語的ͳίϛϡニέーシϣンഔ介を用いる
෉͕໾にཱつํ法とͳΓ得るのかͦのՄೳ性޻
をޙࠓ検討͢る༨஍͕े෼に͋ると考͑らΕ
るɽ

෇ه
本論͸，໊ݹ԰大学ڭҭൃୡՊ学ڀݚՊにఏ
ग़したത࢜論文ʢ2�15ʣʢະެץʣのҰ෦をվ
มした΋のͰ͋るɽ

Ҿ༻文ݙ
Allport G. W. ʢ1�6�ʣ. The Person in Psychology. 

Beacon Press, Massachusetts. ʢΦルϙート , 

G.W., ґ田　৽・੕໺　໋・ٶ本美ࠫ子ʢ༁ʣ 
ʢ1�77ʣ. 心理学におけるਓؒ　ഓ෩ؗʣ

Berube M.S. et al. ʢ1�76ʣ. The American Heri-

tage Dictionary, Second College Edition. 

Houghton Mifflin Company.

ۙ田ًߦʢ1��7ʣ. 「ؒ」をとる͜と―ͦの໾ׂと
　ཅʢฤʣフォーカシング΁の༠い　ݟ෉　஑޻
サイΤンスࣾ　pp.56-67.

 ۙ田ًߦʢ2��2ʣ. フォーカシングͰ਎につける
カ΢ンηリングのج本―クϥイΤントத心療
法を本౰に໾ཱてるたΊに ίスモス・ϥイ
ブϥリー
ۙ田ًߦʢ2���ʣ. フォーカシング指向心理療法
のૅج概念 ॾ෋঵඙ʢฤஶʣフォーカシング
のݪ点とྟচ的ల։　࡚ؠ学ज़ग़൛ࣾ

Cornell, A.W. ʢ1��3ʣ. The focusing guide’s 

manual, Third Edition. Focusing Resources. 

 ʢίーネル, A.W. ଜ੉޹༤ʢ؂༁ʣ大ᖒ美ࢬ子・
೔ּຎ子ʢ༁ʣʢ1��6ʣ. フォーカシングΨイυ
マニϡアル ۚ߶ग़൛ʣ

Cornell, A.W. ʢ1��4ʣ. The Focusing Student’s 

Manual, Third Edition. Focusing Resources. 

 ʢίーネル, A.W.　ଜ੉޹༤ʢ؂༁ʣ大ᖒ美ࢬ子
ʢ༁ʣʢ1��6ʣ. フォーカシングೖ໳マニϡアル 

ۚ߶ग़൛ʣ
Cornell, A.W. ʢ1��6ʣ. The Power of Focusing: 

A Practical guide to emotional self-healing. 

New Harbinger Publications. 

 ʢίーネル, A.W. 大ᖒ美ࢬ子・೔ּຎ子ʢ༁ʣ
ʢ1���ʣ. ΍͞しいフォーカシング―ࣗ෼ͰͰ
͖る͜͜Ζのॲํ ίスモス・ϥイブϥリーʣ

Cornell.A.W. & McGavin,B.ʢ2��2ʣ. The Focus-

ing Student’s and Companion’s Manual

ʢPart1&2ʣ. 
 ʢίーネル, A.W. 大ᖒ美ࢬ子・্ଜӳ生ʢ༁ʣ
ʢ2��5ʣ. フォーカシング・ニϡーマニϡアル
―フォーカシングを学ͿਓとίンύニΦンの
たΊに―　ίスモス・ϥイブϥリーʣ
౔井থ子ʢ2��6ʣ. フォーカシング指向心理療法
における「ମݧ的܏ௌ」の特࣭とҙٛ―語Γ
に「࣮ײ」͕൐ΘͳいクϥイΤントとの໘
઀աఔから―　ਓؒ性心理学ڀݚ, ��ʢ1ʣ, 11-
22.

 ʢDoi, A. ʢ2��6ʣ. The Japanese Journal　of Hu-

― 37 ―

フォーカシング指向心理療法



manistic Psychology, ��ʢ1ʣ, 11-22.ʣ
෱੝ӳ໌・ଜࢁਖ਼ ʢ࣏1��4ʣ. ੨೥ظのメンタル
ϔルスアϓϩーチ・フォーカシングにおけ
る「ؒ」の΄ͲΑ͞と੒ޭとのؔ܎について
―「ؒ」をଌఆ͢るई౓の࡞੒のࢼΈ―　۝
भ大学ڭҭ学෦لཁʢڭҭ心理学෦໳ʣ��ʢ2ʣ. 
1��-114.

 ʢFukumori, H., Murayama, S.ʢ1��4ʣ. Bulletin. 

Psychol., Fac.Edu., Kyusyu University, ��ʢ2ʣ, 
1��-114.ʣ

Gendlin, E. T.ʢ1�7�ʣ. Focusing, Second Edi-

tion. 

 ʢδΣンυリン, E.T.　ଜࢁਖ਼࣏・౎ཹय़෉・
ଜ੉޹༤ʢ༁ʣʢ1��2ʣ.フォーカシング　෱ଜ
ग़൛ʣ

Gendlin, E. T.ʢ1��6ʣ. Focusing-Oriented Psy-

chotherapy: A Manual of the Experiential 

Method. The Guilford Press. 

 ʢδΣンυリン, E.T.　ଜ੉޹༤・஑ݟ　ཅ・
೔ּຎ子ʢ؂༁ʣʢ1���・1���ʣ. フォーカシン
グ指向心理療法ʢ্ʣʢԼʣମݧաఔをଅ͢ௌ͖
ํ ۚ߶ग़൛ʣ

Holyoak, K.J. & Thagard, P ʢ1��5ʣ. Mental 

Leaps Analogy in Creative Thought. MIT 

Press.

 ʢϗルϤーク, K.J., サΨーυ, P. ླ໦޺ত・Տ
఩༤ʢ؂༁ʣ ʢ1���ʣ. アφϩδーの力　৽༵ݪ
ࣾʣ
੕Ճത之	41…ʢ2�12ʣ. ཭ਓ঱事ྫのମݧաఔ的理解
―ඇҙਤ的クリアリング・ア・スペースとし
てのೋॏҙࣝ・ݬௌ―　ਓؒ性心理学ڀݚ,�
��ʢ2ʣ, �7-�7.

 ʢHoshika, H. ʢ2�12ʣ. The Japanese Journal of 

Humanistic Psychology, ��ʢ2ʣ, �7-�7.ʣ
஑ݟ　ཅʢ1��7ʣ. ηϥϐーとしてのフォーカシ
ング―ࡾつのアϓϩーチの検討 . 心理ྟচ学
.��ʢ1ʣ, 13-23 ,ڀݚ

 ʢIkemi, A. ʢ1��7ʣ. Journal of Japanese Clinical 

Psychology, ��ʢ1ʣ, 13-23.ʣ
஑ݟ　ཅʢ1��5ʣ. 心のメοηーδをௌ͘　ߨஊ
ࣾ
井্Ӭ޾・੺໺Ұ࿠ʢฤʣ ʢ2��7ʣ. ΢ィζμϜӳ

࿨ࣙయ　第 2൛　ࡾলಊ
ҏ藤ٛ美・フォーカシングڀݚॴ ʢ2��5ʣ. 
フォーカシングのૅج的理解のたΊに　ҏ藤
ٛ美ʢฤஶʣ フォーカシングのల։　φカニ
シϠग़൛　pp.217-257.
ҏ藤ٛ美ʢ2�12ʣ. フォーカシング指向心理療法　
೔本ਓؒ性心理学ձʢฤʣ　ਓؒ性心理学ϋン
υブοク　૑ࣾݩ　pp.62-6�.
٢ྑ҆之	41…ʢ1��2ʣ. 心理療法における Clearing a 

Space のҙٛ. ۝भ大学カ΢ンηリング学Պ
論ू, �, 47-65.
٢ྑ҆之	41…ʢ1��7ʣ. カ΢ンηリングにおける「ओ
ମ֮ײ」の؍点　஑ݟ　ཅʢฤʣフォーカシ
ング΁の༠い―ݸਓ的੒௕とྟচに生か͢
「心の࣮ײ」　サイΤンスࣾ　pp.�2-�2.
٢ྑ҆之	41…ʢ2��5ʣ. ηϥϐスト・フォーカシング　
ҏ藤ٛ美ʢฤஶʣ　フォーカシングのల։ φ
カニシϠग़൛ pp.4�-61.
小泉隆平	21…ʢ2�14ʣ. クリアリング・ア・スペース
の技法としての“Thinking About”について
のҰ考察　―クϥイΤント͕向͖߹いに͘い
問題を໘઀ͰѻうたΊに―. ژ౎ڭҭ大学ل
ཁ, ���, �7-��.

 ʢKoizumi, R. ʢ2�14ʣ. Bulletin of Kyoto　Uni-

versity of Education, ���, �7-��.ʣ
をॿける「フォーカ߁໺༟子ʢ2�11ʣ. 心の݈܂
シング」ʙΘたしのフォーカシングମݧʙ　 

౦ѥ大学لཁ, ��, 43-47.
 ʢKuwano, Y. ʢ2�11ʣ. Bulletin of Toa University, 

��, 43-47.ʣ
Lakoff, G. & Johnson, M. ʢ1���ʣ. Metaphors We 

Live By. The University of Chicago Press.

 ʢレイίフ, G., δϣンιン, M. ౉෦ঢҰ・ೇ
੉३ࡾ・Լ୩࿨޾ʢ༁ʣʢ1��6ʣ. レトリοクと
ਓ生 大मؗॻళʣ

Maslow, A. H.ʢ1�62ʣ. Toward a Psychology of 

Being. D.Van Nostrand Co.Inc.

 ʢマζϩー, A.H., ্田٢Ұʢ༁ʣ ʢ1�64ʣ. ׬શ
ͳるਓؒ　੣信ॻ๪ʣ
૿井෢ ʢ࢜1���ʣ. 「ஔいてお͘」͜と, と「語Γ
かける」͜と　๺ࢁ　म・ົ໦ߒ之	41…ʢฤʣ言༿
とਫ਼ਆ療法　現代のΤスϓリ 文ಊࢸ　264

― 3� ―

૯߹ࣾձ学෦لཁ　第 6巻　第 1号



ଜࢁਖ਼ ʢ࣏1��3ʣ. ώϡーマニスティοク・サイ
ίϩδー. ࣏ࠤक෉ʢฤʣؠ೾࠲ߨ・ਫ਼ਆのՊ
学 2/ύーιφリティー　ؠ೾ॻళ

Rappaport, L ʢ2���ʣ. Focusing-Oriented ʢArt 

Therapy Accessing the Body’s Wisdom andʣ 
Creative Intelligence

 ʢ஑ݟཅ・ࡾ୐ຑرʢ؂༁ʣ フォーカシング指
向アートηϥϐー　੣信ॻ๪ʣ

Sadock, B. J., & Sadock, V. A.ʢ2��3ʣ. Kaplan & 

Sadock’s Synopsis of Psychiatry: Behavioral 

Sciences/Clinical Psychiatry. Lippincott Wil-

liams & Wilkins, Inc.

 ʢ井্ྩҰ・࢛࣎ٶ子ʢ؂༁ʣʢ2��3ʣ. カϓϥン
ྟচਫ਼ਆҩ学テキスト メディカル・サイΤ
ンス・インターφシϣφルʣ
ߴ子ʢ2���ʣ. 現代学生の͜͜Ζのҭͪとګ石ߴ
等ڭҭにٻΊらΕる͜Εからの学生ࢧԉ　ژ
౎大学ߴ等ڭҭ7 ,�� ,ڀݚ�-��.
୔Ղ࢘・ҏ藤ٛ美ʢ2���ʣ. フォーカシングのߴ
ۭؒͮ͘Γ͕ਫ਼ਆ的݈߁にٴ΅͢ޮՌ　カ΢
ンηリングڀݚ, ��ʢ1ʣ, 3�-37.

 ʢTakasawa, K., Ito, Y. ʢ2���ʣ. Japanese 　Jour-

nal of Counseling Science, ��, 3�-37.ʣ
田ଜ隆Ұʢ1��7ʣ. Floatability: フォーカシングの

੒ޭにؔΘるフォーカサーม਺ .　ਓؒ性心
理学ڀݚ, �
 �3-�7.

 ʢTamura, R. ʢ1��7ʣ. The Japanese Journal of 

Humanistic Psychology, �, �3-�7.ʣ
田ଜ隆Ұʢ1���ʣ. フォーカシングにおける
フォーカサーリスφーؔ܎と floatabilityとの
ؔ࿈. 心理ྟচ学ڀݚ, �ʢ1ʣ, 16-25.

 ʢTamura, R. ʢ1���ʣ. Journal of Japanese Clini-

cal Psychology,��ʢ1ʣ, 16-25.ʣ
田ଜ隆Ұʢ1���ʣ. フォーカシングにおける理論
的問題点と͜Εからのൃల―理論的ͳମܥ化
とリサーチのඞཁ性をத心に　ଜࢁਖ਼ ʢ࣏ฤʣ　
フォーカシング　現代のΤスϓリ 文ࢸ　3�2
ಊ
্੢༟之	41…ʢ2�1�ʣ. ೔ৗ生活におけるフォーカシ
ング的態౓と Alexithymia܏向とのؔ࿈―
FMS-Rと TAS-2� を用いて―　ؔ੢大学心理
૬ஊࣨلཁ, ��,�57-64.
ҏ藤ٛ美ʢ2���ʣ. フォー・޿಺田ར・ڿ　࡚ࢁ
カシング態౓とࣗݾ஫໨͕抑うつに༩͑るӨ
.��ʢ4ʣ, 4��-4�2 ,ڀݚ心理ྟচ学　ڹ

 ʢYamazaki, A., Uchida, T., Ito, Y. ʢ2���ʣ. Jour-

nal of Japanese Clinical Psychology, ��ʢ4ʣ, 
4��-4�2.ʣ

― 3� ―

フォーカシング指向心理療法


